
フィリップ・トルシエ　Phi l i ppe  Trouss i e r

 

 

【選手経歴】
1976～1977年 ASアングレーム（フランス） 
1977～1978年 レッドスターFC（フランス） 
1978～1981年 FCルーアン（フランス） 
1981～1983年 スタッド・ランス（フランス）

【監督経歴】
1983年 INFビシー（フランス）
1983～1984年 U-15フランス代表
1984～1987年 CSアランソン（フランス）
1987～1989年 ASレッドスター93（フランス）
1989年 USクレテイユ（フランス）
1989～1992年 ASECミモザ（コートジボワール）
1993年 コートジボワール代表
1994年 カイザー・チーフスFC（南アフリカ）
1995～1997年 FUSラバト（モロッコ）
1997年 ナイジェリア代表

【著書】
2001年6月    「トルシエ革命」　田村修一共著、新潮社
2001年12月  「情熱」　ルイ・シュナイユ共著、日本放送出版協会 
2007年5月    「オシムジャパンよ! 日本サッカーへの提言」　アスキー新書

1997～1998年 ブルキナファソ代表
1998年 南アフリカ代表　
1998～2002年 日本代表　
1999年 U-20日本代表　
1999～2000年 日本オリンピック(U-23)代表
2003～2004年 カタール代表
2004～2005年 オリンピック・マルセイユ（フランス）
2005年 モロッコ代表
2007年 FC琉球（日本・総監督）

1955年3月21日、フランス・パリで6人兄弟、精肉店の長男として生まれる。

1976年、フランスリーグデビュー。現役時代はディフェンダーとしてスタッド・ランスやレッドスターFC、FCルーアンで活躍。

1983年、現役引退後は指導者に転向。INFビシーからキャリアスタートし、U-15フランス代表、CSアランソン、ASレッドスター93、クレテイユなどのチームの監督を歴任。

1989年、アフリカ・コートジボワールのASECミモザ・アビジャン監督に就任し、3年間無敗、選手権3連覇を達成。「白い呪術師」と呼ばれるようになる。 その功績が認

められ、1993年、コートジボワール代表監督に就任。

1994年、南アフリカのカイザー・チーフスやモロッコのFUSラバトといった名門クラブの監督を歴任し、好成績を上げる。

1997年 2月ナイジェリア代表監督に就任。FIFAワールドカップフランス大会予選突破の快挙を達成、翌1998年、アフリカネイションズ・カップのホスト国・ブルキナフ

ァソ代表の監督に就任すると、アフリカで52カ国中48位だったチームをベスト4に導く。同年3月には南アフリカ代表監督に就任。1998年FIFAワールドカップ

フランス大会の指揮を執り、大会終了後、契約期間満了に伴い退任。

1998年9月、日本代表監督に就任。同時にユース代表とシドニーオリンピック代表監督を兼任、若い世代の選手達の育成に尽力、A代表メンバーの底上げを図り、

2000年シドニーオリンピックではアジア予選を全勝、1次リーグを2勝1敗で突破し、メキシコオリンピック以来32年ぶりの決勝トーナメント進出を果たした。

また、同年レバノンにて開催された第12回AFCアジアカップでは、圧倒的なパフォーマンスで優勝。続く2001年のFIFAコンフェデレーションズカップでは各大

陸の王者が競う中、予選リーグをトップ通過し、決勝でフランスと対戦。

そして2002年FIFAワールドカップ日韓大会では、日本サッカー史上初の決勝トーナメント進出、ベスト16へと導き、日本サッカー界に大きな功績を残した。大会終了後、

契約期間満了に伴い退任。

2003年8月 、カタール代表監督に就任。

2004年11月、フランスの名門チーム、マルセイユの監督に就任。

2005年10月、モロッコ代表監督に就任。

2007年12月、JFL・FC琉球の総監督に就任。日本サッカー界への復帰を果たし、チームの悲願であるJリーグ入りを目指している。


